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平 成 ２ ２ 年 度 事 業 計 画 
 

 
【基本方針】 

 
 財団法人川崎市シルバー人材センターは、我が国が直面する少子・高齢化の急速な進

行、また、団塊の世代が大量退職期を迎える中で、川崎市が進める高年齢者関係施策と

の連携を図りながら、多くの高年齢者に就業の機会を提供するとともに、就業を通して

健康的で生きがいのある生活を支援するなど、活力ある地域社会づくりに向けた取り組

みを進めています。 
一方、いまだに不透明なままの景気動向や新規雇用の抑制をはじめとする労働環境の

悪化、そして、国が進める各種事業の見直しなど、当センターを取り巻く状況は一段と

厳しさを増しており、より一層の効果的で効率的な事業展開が求められています。 
平成２２年度は、当センターが昭和５５年に設立されて以来、３０周年の節目の年に

あたります。また、昨年度、作成いたしました平成２２年度から平成２６年度の５年間

にわたり当センターの重要な事業方針となる第２次中期計画の初年度にあたります。 
こうした状況を踏まえ、従来にも増して社団法人神奈川県シルバー人材センター連合

会（以下「県シ連」という。）との連携を強める中で、積極的な事業展開を図ってまい

りますが、特に懸案事項でした新規会員からの「登録手数料」の徴収、一般労働者派遣

事業への参入及び地域班活動を開始してまいります。さらに、平成２３年度の新公益法

人への公益認定・移行に向けた準備作業についても的確に進めるなど、次に掲げる重点

事業に役職員・会員が一丸となって取り組んでまいります。 
 
 
    

  
１ 自主・自立・共働・共助の理念の浸透    

  ２ 会員の増強と育成             
  ３ 就業機会の拡大・受注の開拓 
  ４ 安全・適正就業の徹底 
  ５ 事業推進体制の強化 
  ６ 高年齢者の就労支援 

 
 

重点事業 
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１ 自主・自立・共働・共助の理念の浸透 
  「自主・自立・共働・共助」を基本理念とし、これまで様々な就業等を通して培って

きた経験・知識・能力を有する高年齢者に、地域社会に密着した多様な就業機会を提供

することにより、高年齢者の社会参加を促し、生きがいや健康づくりを支援するととも

に、地域社会の発展に貢献することを目指します。 
 
２ 会員の増強と育成 

多様化する発注者ニーズに的確かつ迅速に応えるため、登録会員の就業ニーズを 
 正確に把握し、ミスマッチの解消に努めるとともに、会員の資質と技能の向上を図るた

め接遇研修や技能講習会を実施するなど、就業体制の整備と会員増強に努めます。 
 
（１）会員の増強 

ア 女性会員を入会促進するためのＰＲ活動の推進及び定期的な懇談会の開催 
イ 技能系会員の入会促進と会員の技能レベルの向上 
ウ 区役所・ハローワーク等との連携強化及び公共施設へのリーフレット等の常備 
エ 会員による口コミ、市広報掲示板・ホームページ・市政だより・地域広報紙の活

用 
   オ 他団体主催行事に参加しリーフレット等の配布 
 
（２）各種研修・講習会の開催  
   各種研修・講習会を行い、会員のスキルアップを図ります。 
 

   講  習  名    内        容 
 家事援助・子育て支援講習会  就業に必要な知識及び傾聴等の習得 
 接遇研修会  就業時のマナー等の習得 
 基本清掃講習会  清掃の基礎知識の習得 
 調理講習会  高齢者向け食事づくり 
 植木講習会  植木剪定の基礎技能習得 
 除草講習会  除草会員の育成 
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（３）動向調査の実施 
未就業会員のニーズなどを把握するため、動向調査や希望者に対する説明会を実施

し、効果的な就業調整を行います。 
（４）地域班・職群班活動 

ア 地域班の設置及び諸活動の展開 
イ 植木班・除草班等職群班の充実及び顧客サービスの向上 
ウ 安全管理、技能向上及びトラブル防止等を目的とした地域班及び職群班による定

期的な懇談会の開催 
 
３ 就業機会の拡大・受注の開拓 

      多くの会員に就業機会を提供するため、役職員・会員が一体となった受注活動及びＰ

Ｒ活動を展開し、安定した事業運営に努めます。 
 

（１）家事援助・介護支援・子育て支援等事業の推進 
ア コーディネーターの南・中・北部事務所への配置による受入体制の整備 
イ 地域のちょっとした困り事に応えるなどＰＲ活動の強化 
ウ 講習会・研修会による就業会員の技能の向上及び情報交換のための懇談会の定期

的な開催 
       
（２）就業機会創出活動 
   会員による就業機会創出員を２名配置（南部事務所１名、中・北部事務所１名）し、

民間企業及び福祉関連事業所を中心に訪問活動を行い、就業機会の創出を図ります。 
 
（３）就業機会の公平性の確保 
   就業交代制度（ローテーション就業制度）を推進し、多くの会員に就業機会を提供

します。 
 

（４）普及啓発活動 
ア 会員によるＰＲ活動の推進（地域班の活用） 
イ 普及啓発促進月間（１０月）の実施  
ウ 役職員による公共等への受注活動の推進 
エ インターネット・ホームページの充実 
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４ 安全・適正就業の徹底 
会員の就業に係る安全の確保は、センター事業の運営上重要な課題の一つであります。

安全意識を高めて事故防止を図るため、安全・適正就業委員会及び事務所安全・適正就

業対策会議と連携して、「安全・適正就業実施計画」を策定し、安全・適正就業対策を

推進します。 
 

（１）安全・適正就業委員会等による活動 
  ア 事故の原因分析と防止対策への取り組み 
  イ 就業現場への巡回指導の強化 
  ウ 班会議等での安全啓発活動 
  エ 県シ連との連携強化 
  オ 適正就業の推進 
 
（２）安全講習会等の開催 
  ア 関係機関との協力による交通安全講習会の開催 
  イ 普及啓発月間（１０月）の取り組みの一環として健康増進に係る講習会の開催 
 
（３）安全就業に向けた取り組み 
  ア 安全就業強化月間の設置（７月） 

イ 会報誌による事故防止の啓発及び「私の健康法」の掲載 
ウ 健康診断の受診を奨励 

  エ 安全標語等の募集 
 
５ 事業推進体制の強化 

センターの事業運営は、国の事業仕分け等の影響を受け、国や川崎市の予算再編に伴

う厳しい財政状況に直面しています。そこで、財政基盤の強化を図り、簡素で効率的な

事業執行に取り組むなど、事業推進体制の整備・強化に努めます。 
 

（１）財政基盤の強化 
  ア 新たな財源確保の取り組みとして、「会員登録手数料」制度の導入 

イ 事務経費の節減と受注活動による事業収入の増大 
 
（２）新公益法人制度への移行準備 
   新公益法人制度への移行について、県シ連及び川崎市との連携を密にし、平成２３

年度に向けた新公益法人への移行準備を進めます。 
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（３）会員組織の強化 
  ア 会員の事業運営への参画の促進 
  イ 会員の自主活動への支援の充実 
 
６ 高年齢者の就労支援 
  高年齢者の技術・知識・能力を活かした多様な就業ニーズを支援するため、次の事業

を推進します。 
 
（１）無料職業紹介事業の推進 

就職を希望する高年齢者の求職活動を支援するため、関係機関との連携強化を図り

ます。 
 
（２）一般労働者派遣事業の推進 

ア 事務系分野等の職種を中心にした就業開拓の推進 
イ 派遣元事業主である県シ連との連携強化 

 
（３）シニアワークプログラム事業（ＳＰ事業）の実施 

高年齢者の雇用就労対策として、県シ連のＳＰ事業に協力して、高年齢者の就労を

支援します。 
 
（４）シニア就業支援プログラム事業（ＳＳＰ事業）の実施 
   県シ連が新たに就労支援対策として実施しているＳＳＰ事業への協力、支援を図り

ます。 


